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旅先の旅館で

畳や木の香りに癒されて

心が和んだことはありませんか。

和の暮らしに触れた時に感じる心地良さは

日本ならではの美しい感性から生まれたものです。

伝統工芸品は

「長く受け継がれてきた日用品」であり、

職人の思いや手仕事にこだわりが詰まっています。

現代の暮らしに和の要素を取り入れて

日常に心地良さやぬくもりを感じてください。

長く大切に使ってもらえると嬉しいです。

安来の愛すべき
　　の日用品。

錦山焼窯元
販 売 工房、安来市観光交流プラザ（JR安来駅）、

島根県物産観光館
体 験 手びねり、絵つけ

※詳しくはお問い合わせください

P 11・12

広瀬絣センター
（広瀬絣伝習所）

販 売 広瀬絣センター（道の駅 広瀬・富田城）、
島根県物産観光館

体 験 藍染体験
※予約は1週間前まで

P 21・22
ひろ せ が すり

内田線香店
販 売 工房、安来市観光交流プラザ（JR安来駅）、

広瀬絣センター（道の駅 広瀬・富田城） ほか

体 験 生付け作業の見学
※予約は1ヶ月前まで

P 15・16
うちだ せんこうてん

ウッドアート門脇
販 売 オーダーメイド

体 験 組子細工
※詳しくはお問い合わせください

P 19・20
かどわき

安来織織元
販 売 工房、高島屋

体 験 詳しくはお問い合わせください

P 7・8
や すぎおりおりもと

天野紺屋
販 売 工房、オンラインショップ、群言堂、えすこ、

鳥取たくみ工芸店、島根県物産館、
いわいやむすび ほか

体 験 藍染教室
※予約は1週間前まで

P 13・14
あまのこうや

販 売 オーダーメイド

野白木工所

体 験 箸づくり （出張にて行います）  
※予約は2週間前まで

P 5・6
のしろもっこうじょ

出雲織織元
販 売 オーダーメイド

P 17・18
いずもおりおりもと

広瀬和紙 紙季漉
販 売 工房、島根県物産観光館、

不定期イベント出店
体 験 紙漉き、草木染め（絞り染め・押し花染め）

※予約は2週間前まで

しきろくひろ せ わし

P 3・4

かじこうぼうひろ み つ

鍛冶工房弘光
販 売 工房、オンラインショップなど

P 9・10

時代を超えて愛され続けてきた日用品。
見て、触れて、知ってください。

※店舗により一部取り扱いのない商品もございます。体験についてはお問い合わせください。

きんざん や きかまもと



水に強く、丈夫で長持ちするのが特徴。
200年前もこれからも、人々の暮らしに欠かせない環境に優しい紙。広瀬和紙 紙季漉

し き ろ くひ ろ せ わ し

広瀬和紙の始まりは江戸時代。「楮」や「三椏」という植物を使い、昔なが
らの手漉き技法で1枚ずつ丁寧に作られています。
水にも強く丈夫で毛羽立ちにくい。そんな特徴が暮らしの中で重宝され、
今に受け継がれています。
2022年、広瀬町に工房兼店舗「紙季漉」をオープンした大東由季さんは、
専門学校で和紙について学んだのち広瀬和紙職人のもとで3年間修行、
27歳で6代目広瀬和紙職人となりました。
手触りの良い和紙から作られるコースターや便箋、名刺入れといった普段
使いできるアイテムも販売されています。
季節ごとに紙漉き体験や植物の色素だけで和紙を染める草木染め体験
なども開催されています。（要予約）

大
切
な
人
へ
贈
る
手
紙
や
寄
せ
書
き
に

広
瀬
和
紙
を
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

広瀬和紙 紙季漉
〒692-0623  安来市広瀬町布部1704－2
TEL  0854-26-4816
営業時間  10：00～16：00
定休日 不定休
駐車場 10台

和紙作りは手間も時間もとてもかかりますが、良い
ものを作るために研究したり、腕を磨いたりする仕
事がもともと好きなんです。出来上がった時の感動
はひとしお。ぜひ一度、体験しに来てみてください。

職人の声 ‒大東由季さん‒

こうぞ

す

す

びんせん

みつまた

販売
体験
P1
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島根県産の欅を使用。先代から受け継いだ民藝家具づくりを大切にしながら、
現代の暮らしに合う棚やフォトフレームなどを制作。野白木工所

けやき みんげいの し ろ も っ こ う じ ょ

昭和26年に開業した木工所。創業者である父親の跡を継いだ野白千晴さ
んが、島根県産の欅を使ったオーダーメイド家具やフォトフレームなどを
制作されています。
釘や木ねじを極力使わない「指物」と呼ばれる接合技術を用いた、丈夫で
デザイン性の高い作品づくりが特徴です。
仕上げに行う「拭き漆」にも注目。漆を塗り、布で拭く作業を何度も繰り返
す匠の技。ムラのないツヤと、より際立った木目の美しさに思わず見惚れ
てしまいます。
手作りだからこそ「この隙間にぴったりな食器棚が欲しい」、「体に合った
テーブルと椅子があれば…」といった希望が叶うのも魅力です。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
家
具
の
使
い
心
地
の
良
さ
は

思
わ
ず
誰
か
に
勧
め
た
く
な
る
ほ
ど
。

お客様のニーズをお聞きして、できるものであれば
何でも作ります。デザインを考える段階から楽しい
ですよ。完成した商品をお届けし、喜んでもらえたり

「想像以上だ」と言ってもらえると嬉しいですし、作
り手冥利に尽きます。

職人の声 ‒野白 千晴さん‒

販売
体験
P2

野白木工所
〒692-0011  安来市安来町2146
TEL  0854-22-2908
営業時間  8：30～17：30
定休日 日曜日、祝日
駐車場 2台

けやき

さしもの

ふ うるし
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よこ糸に絣糸を使った絵絣の織物を制作。
伝統的な技法とともに、代々受け継がれている優しい雰囲気が特徴。安来織織元

かすりや す ぎ お り お り も と

昭和のはじめに本格的に制作がはじまった、温かみのある風合いが魅力
の安来織。よこ糸に絣糸を使用し、藍で染めたたて糸に織り込んで絵柄を
生み出していくのが特徴です。
3代目の遠藤京子さんは、嫁ぎ先で制作の手伝いをするうちに、いつの間
にか自分でも作品を作るようになったと言います。
板画家の棟方志功氏がデザインした「織姫」の柄をはじめ、代々受け継い
だ図柄を大切に守りつつ、バッグやストールといった普段使いできるアイ
テムも手作りしています。
同じデザインでも織る人の力加減によって印象に大きな違いが出るのだと
か。ぬくもりを感じる安来織には、使う人のことを想った遠藤さんの気持ち
が表れているようです。

落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン
の
ス
ト
ー
ル
は

さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
使
え
る
。

機織りをしながら、思い描いたとおりの図柄になる
か、毎回ドキドキしています。けれど、それも面白さ
です。作品を手に取ってくださった方には大事にし
まっておくよりも、どんどん使ってもらえると嬉しい
です。

職人の声 ‒遠藤 京子さん‒

販売
体験
P2

安来織織元
〒692-0011  安来市安来町1397
TEL  0854-22-2578
定休日 不定休
駐車場 4台

むなかた   しこう

かすり

はた
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たたら製鉄や日本刀製造の歴史をもつ鍛冶工房。真っ赤に熱した鉄を叩いて
成形する「鍛造」にこだわり、現代的な美術工芸品や生活用品をつくっている。鍛冶工房弘光

か じ こ う ぼ う ひ ろ み つ

たんぞう

江戸時代から歴史を持ち、かつてはたたら製鉄や日本刀の製造などを
行っていた歴史ある工房です。
現在では時代に合わせた燭台、風鈴といった鉄のインテリアのほかキッ
チン用品などを主に制作。
11代目の小藤宗相さんが、火花が舞う炉で熱した鉄を丁寧に何度も叩い
て形を整える鍛造の技術で、高い強度を持った作品を生み出しています。
なかでも注目は、自社ブランド「鍛月」のフライパン。持ち手の角度や本体
との繋ぎ目の部分など、細部にまで職人さんのこだわりと技術が光りま
す。金槌で打ち鍛えられた洗練された見た目もさることながら、実用性も
抜群。お手入れをしながら長く大切に使いたい逸品です。

進
学
、
就
職
、
結
婚
な
ど
人
生
の
門
出
に

一
生
も
の
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
手
に
し
て
み
て
は
。

鉄は熱を加えることで自由に形を変え、様々な表情
を見せてくれる面白さがあります。目に見えない部
分や裏側、細かなところまで丁寧に制作しているの
で、大切に長く使ってもらえたら幸せです。

職人の声 ‒小藤 宗相さん‒

販売
P1

鍛冶工房弘光
〒692-0623  安来市広瀬町布部1168-8
TEL  0854-36-0026
営業時間  9：00～17：00
定休日 不定休
駐車場 5台

しょくだい

たんぞう

たんげつ
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安政元年から続く窯元で、現在は7代目の中島剛史さんが一人で制作を続
けられています。錦山焼は、赤く発色する「辰砂釉」を使った作品が代表
的。さまざまな赤が楽しめるよう、釉薬の調合や焼き方には多くの工夫が
施されているそうです。
さらに、数年前から中島さんが力を入れている「呉須釉」による藍色の陶
器も必見。釉薬の成分が反応して結晶をつくり、まるで煌めく星空のよう
な仕上がり。お皿やカップ、どれを取っても色の出方も形も異なる一点物
です。見て、触って、お気に入りの一品を見つけてみては。

辰
砂
釉
が
魅
せ
る
多
彩
な
赤
。

使
え
ば
使
う
ほ
ど
、
器
に
愛
着
が
湧
い
て
く
る
。

私が作っているのは毎日の暮らしに寄り添う道具で
す。「マグカップ」や「豆皿」など本来の使い方にとら
われず、ぜひ自由に使ってください。日常のさまざま
な場面で役立ててもらえると嬉しいです。

職人の声 ‒中島 剛史さん‒

販売
体験
P2

錦山焼窯元
〒692-0023  安来市黒井田町1987
TEL  0854-22-2627
営業時間  9：00～17：00
定休日 月曜日（来客対応可能）
駐車場 3台

ごすゆう

しんしゃゆう

ゆうやく

赤く発色する「辰砂釉」や、深い藍色が美しい「呉須釉」を使い
茶器をはじめとする工芸品や湯呑みなど幅広く手がけている。錦山焼窯元

しんしゃゆう ごすゆうき ん ざ ん や き か ま も と

11 12

※4代目の中島秀市さんは、安来市出身の陶芸家 河井寛次郎氏と師弟関係では
　ありません。

し
ん
し
ゃ
ゆ
う



創業から155年にわたり藍染め業を営む、広瀬町に残る唯一の紺屋。
伝統を守りつつ、新たに「藍型染め」も取り入れ、表現の幅をさらに広げている。天野紺屋

あ ま の こ う や

明治3年創業。当時の広瀬町には、藍染め業を営む「紺屋」が20軒以上
ありましたが、現在はここだけとなりました。また、全国的に少なくなった

「糸染めを続けている紺屋」でもあり、日本各地からの依頼に応えている
そうです。
藍染めの大きな魅力は、藍液に浸す回数によって薄い藍色から濃い藍色
まで染め分けができること。美しい濃淡を生かし、伝統的な絣織物から
お財布やポーチといった可愛らしい雑貨まで、さまざまな作品を制作。
2024年には若い世代に人気のファッションブランドの作品展に5代目で
ある天野尚さんの「藍型染め作品」を出展。伝統の技術を大切に守りな
がら、時代に合わせて新しいことにも次 と々挑戦されています。

が
ま
口
の
お
財
布
や
ペ
ン
ケ
ー
ス
な
ど

い
つ
も
持
ち
歩
き
た
く
な
る
カ
ワ
イ
イ
「
藍
」
。

手ぬぐいやTシャツなどを染める藍染め体験を行っ
ています。面白いことに、模様はその人らしさが出る
んです。上手に作らなきゃとか、真っ直ぐにしなきゃ
といった考えは取っ払ってぜひ自由に楽しんでみて
ください。

職人の声 ‒天野 尚さん‒

販売
体験
P2

天野紺屋
〒692-0404  安来市広瀬町広瀬968
TEL  0854-32-3384
営業時間  10：00～17：00
定休日 不定休
駐車場 2台

ひさし

かすり

5代目4代目

Instagram
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杉の葉を原料に、爽やかに香る線香を手作りで製造。
香りが服に残りにくいことや煙で喉が痛くなりにくいのも人気の理由。内田線香店

う ち だ せ ん こ う て ん

約100年前から変わらず手作業で作られている、杉の葉の粉末を使った
線香。香料を一切使わないのでしつこさがなく、杉本来のいい香りが楽し
めます。1本1本曲がらないように整える大変な作業も、もちろん人の手で。
気温や湿度を見極めながら、職人さんがまっすぐに仕上げていく様子は、
まさに熟練の技です。
4代目の店主、内田貴子さんによると、コロナ禍に注文が減り、一度は廃業
を考えたと言います。そんな時、SNSで「杉葉線香」が紹介され、全国から
注文が舞い込んだそうです。
一度使えば「やっぱりコレじゃなきゃ」とリピートしたくなる気持ちがわか
るはず。こころ休まる優しい香りをぜひとも味わってみてください。

杉
の
香
り
と
と
も
に
、

大
切
な
人
を
想
う
や
す
ら
ぎ
の
時
間
。

まっすぐな良い線香をお届けしたいという気持ちで
母娘3人で作っています。線香の煙は天国にいる方
の食べ物だと言われていますので、大切な方にお供
えし、一緒に香りを楽しんでくださいね。

職人の声 ‒内田 貴子さん‒

販売
体験
P1

内田線香店
〒692-0623  安来市広瀬町布部186
TEL  0854-36-0178
定休日 不定休
駐車場 2台
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自由なデザインが際立つ、木綿糸や和紙などの糸を使った織物を制作。　
藍や自然の草木で染めた、自然由来の美しい色合いも魅力です。出雲織織元

い ず も お り お り も と

江戸時代からの技法を継承しながら、新しいデザインを次 と々生み出して
いる出雲織。制作のメインは着物や帯に仕立てられる反物で、藍染めや草
木染めによる豊かな色彩も大きな魅力です。
柄の図案から機織りまで、全ての工程を手がける3代目の青戸和成さんは
着物一着分の大きさを約一ヶ月かけて丁寧に仕上げていくと話します。
材料には木綿や和紙を用い、時には天然の蚕が作る繭の生糸を織り交ぜ
るなど、果てしない工程を経ることも。
反物の他にも、椅子の座面に敷くノッティングマットや暖簾といった日用
雑貨も丹精込めて制作されています。妥協のない職人技と自然素材が織
り成す作品は、どれも一生大事にしたくなるものばかりです。

テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
に
ノ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
ト
、

暮
ら
し
の
中
心
に
置
い
て
、
毎
日
使
い
た
い
。

デザインは自然や風景から思いつくこともありま
す。自分が良いと思ってデザイン、制作した織物を
お客様も良いと共感してくださり、着物に仕立てて
着てくださると、とても嬉しいですね。

職人の声 ‒青戸 和成さん‒

出雲織織元
〒692-0023  安来市黒井田町
TEL  0854-22-6777
定休日 日曜
駐車場 なし

のれん

たんもの

はた
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販売
P2



小さな木の板を組み合わせた、緻密な文様が美しい工芸品。
建具の技術を立体に発展させ、完全球体をはじめとするさまざまな組子細工を制作。ウッドアート門脇

か ど わ き

釘や金具を使わずに、細く切り分けた木材を組み合わせて作られる伝統
工芸品。美しい文様が特徴で、主に和室の建具に使われてきました。
もともと建具職人だった門脇和弘さんは、35歳の頃に「若いうちに出来る
ことをやろう」と考え、組子細工を始めたとか。32面体のサッカーボールか
らヒントを得て、唯一無二である球体の作品を生み出しました。
寸分の狂いなく切り出した、小さなパーツを組む根気のいる作業が続きま
すが、門脇さんの表情はとても楽しそうです。
最近では若いクリエイターからも「古民家をリノベーションした宿の照明
に使いたい」「コラボレーション制作がしたい」と注目の的。
組子が秘める、まだ見ぬ可能性に期待が膨らみます。

イ
ン
テ
リ
ア
や
照
明
器
具
と
し
て

幻
想
的
な
空
間
を
演
出
す
る
安
来
発
祥
の
組
子
。

斐川町の建具職人であり、組子の匠でもある正木潤
さんに、球体の組子を見て「この方法があったか」と
言っていただき、嬉しかったです。挫けそうになった
時に正木さんの言葉を思い出し、より技術を磨き、
今があります。

職人の声 ‒門脇 和弘さん‒

販売
体験
P2

ウッドアート門脇
〒692-0213  安来市伯太町井尻55
TEL  0854-37-1302
定休日 不定休
駐車場 2台

Instagram
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藍染めした木綿糸を使い、伝統的な絣織物「広瀬絣」を制作。
緻密な文様を織り上げる独自の技術の保存や継承者の養成など
広瀬絣の魅力を広めるための活動を行っている。広瀬絣センター  （広瀬絣伝習所）

ひ ろ せ が す り
かすり

江戸時代末期、町医者の妻 長岡貞子さんが、広瀬町の女性たちに広めた
木綿の絣織物。たてよこ、それぞれの糸に手くくりで防染を施して藍で染
め、幾何学文様と絵文様を組み合わせた緻密な柄を織り上げるのが特徴
です。制作の工程には広瀬絣特有の技法も多くあり、1962年には「島根
県指定無形文化財」に認定されました。
この伝統技術の保存や継承の役割をもつ広瀬絣伝習所を含む広瀬絣セ
ンターは道の駅でもあり、誰でも気軽に立ち寄ることができます。
施設内に広がるのは、機織り機がずらっと並んだ圧巻の光景。シャツやハ
ンカチなど作品の展示販売もあり。カタン、カタンとリズミカルな音が響き
渡るなか、お土産選びを楽しんでみてはいかがでしょう。

見
て
、
触
れ
て
、
体
験
で
き
る
。

誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
「
広
瀬
絣
」
の
複
合
施
設
。
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ハンカチを染める藍染め体験ができます。現代で
は天然の染料で染めた衣類がほとんど無く、大変
貴重です。実際に触れてもらうことで広瀬絣や藍染
めに関心を持ってもらえたら嬉しいです。

職人の声 ‒永田 佳子さん‒

販売
体験
P1

広瀬絣センター（広瀬絣伝習所）
〒692-0402  安来市広瀬町町帳775－1
TEL  0854-32-2575
営業時間  10：00～17：00
定休日 水曜日、年末年始
駐車場 50台以上

きかがくもよう

はた

かすり ぼうせん

ホームページ




